
1 バッテリー駆動時間は使⽤条件と構成によって異なります。詳しくはapple.com/jp/batteriesをご覧ください。 

2 データプランが必要です。5G、ギガビットLTE、VoLTE、Wi-Fi通話は特定の国の特定の通信事業者で利⽤できます。速度は論理上のスループットにもとづくもので、使⽤する場所の条件および通信事業者によって変わります。5GおよびLTE対応の詳細に 
ついては、通信事業者にお問い合わせください。apple.com/jp/iphone/cellularもあわせてご覧ください。


3 今年の秋に使えるようになります。
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ビジネスのための新機能

2021年秋


アップデートされた新しいMacBook Pro、iPhone、iPad、 
Apple Watch、そしてmacOS Monterey、iOS 15、iPadOS 15、
watchOS 8は、⼀段と⾼い⽣産性と多才な能⼒を社員に提供 
します。また、プラットフォームの強化によって、IT部⾨は改良された 
シンプルな⽅法で管理し、セキュリティを確保できるようになります。

製品

MacBook Pro。まったく新しいM1 ProとM1 Maxチップを搭載した 
新しいMacBook Proは、CPU、GPU、および機械学習のパフォーマンスが
⾶躍的に向上しています。最⼤21時間駆動するバッテリーと最⼤8TBの 
超⾼速SSDストレージを備えたMacBook Proがもたらす⽐類のない 
パフォーマンスによって、社員は最も負荷の⾼い作業もこなせます1。 
臨場感あふれるLiquid Retina XDRディスプレイは、Extreme Dynamic 
Rangeによって細部まで⽣き⽣きと映し出します。ProMotionによって反応
の良さも向上し、スクロールが⼀段とスムーズになりました。新しい1080pの 
FaceTime HDカメラ、6スピーカーサウンドシステム、3つのスタジオ品質の 
マイクにより、リモート会議の体験が向上します。また、Thunderbolt 4、
HDMI、SDXCカードスロットで複数の外部ディスプレイや周辺機器に 
接続できるので、社員は⼤規模なプロジェクトでの作業がしやすくなります。


iPhone 13。新しいiPhone 13とiPhone 13 Proは、新しいA15 Bionic
チップ、⾼速の5G対応2、⼀⽇中使えるバッテリー性能を備え、ビジネスの 
⽣産性を⾶躍的に向上させます1。iPhone 13は、IP68等級の耐⽔性能、 
防塵性能、ほかのどんなスマートフォンのガラスよりも頑丈な⼤きな 
ディスプレイを備えているので、現場での使⽤に適しています。先進的な 
カメラシステムとシネマティックモードにより、プロのメディア制作が可能に 
なります。iPhone 13 Proではまったく新しい超広⾓カメラによって 
この機能がさらに進化しています。暗い場所でも驚くほどのパフォーマンスと 
マクロ写真撮影を実現し、どのような距離でもシャープな写真を撮影したり 
正確にスキャンしたりできます。先進的なセンサーとLiDARは、驚くような 
AR体験のための空間認識をもたらします。


iPadとiPad mini。新しいiPad（第9世代）とiPad miniは、パワーと多才 
な能⼒を再定義し続けます。新しい12MP超広⾓フロントカメラとセンター 
フレームによって、シームレスなリモート会議を開き、社員やお客様と 
つながったり協⼒したりできます。5Gに対応した新しいiPad miniなら、 
⾼速接続と5Gに最適化されたアプリケーションを活⽤して、外出先でもっと
多くのことができるようになります。さらにiPad miniはUSB-Cに対応する 
ようになり、外部ストレージ、ディスプレイ、ドライブへの⾼速接続のデータ 
転送速度が向上します。また、新しいiPad（第9世代）では、前世代のiPadの
既存アクセサリの多くを引き続き使うことができます。


Apple Watch Series 7。⼤きくなったRetinaディスプレイと新しい 
キーボードを搭載した新しいApple Watch Series 7は、これまで以上に 
頑丈で多才かつ有能なので、社員はどこで仕事をするときも常に最新情報を
⼊⼿し、⽣産性を維持できます。 

プラットフォーム

iOSとiPadOS 15、macOS Monterey。FaceTimeの機能が向上し、 
ビデオ会議や共同作業がより優れたものになります。SharePlay3では、 
ユーザーはFaceTimeを使いながら画⾯、コンテンツ、アプリケーションを 
共有できます。「テキスト認識表⽰」と「画像を調べる」により、社員は 
画像の中のテキストやその他の情報を使って簡単に検索や共有ができます
（「テキスト認識表⽰」は現在7⾔語に対応）。「集中モード」を使うと、 
緊急ではない通知をミュートにしたり、集中モードの状態をメッセージアプリ
ケーションに表⽰したりできるので、社員は集中しやすくなります。メモアプリ
ケーションでは、システム全体で使える新しい「クイックメモ」機能によって、 
社員はどこでもメモを作成できるようになり、名前の⾔及とタグの機能を 
備えた新しい「メモのアクティビティ表⽰」によって共同作業が向上します。 
社員はiPhone、iPad、別のMacからAirPlayでMacにコンテンツを 
送ることができるので、対⾯ミーティングでの共同作業が向上します。 
ユニバーサルコントロール3を使うと、1組のマウスとキーボードまたはトラック
パッドをMacとiPadに接続し、複数のデバイスをシームレスにつないで 
共同作業をさらにスムーズに⾏うことができます。また、iWorkの新機能に
よって、リモートプレゼンテーションや書類の作業が向上します。


watchOS 8。社員は同じ画⾯からスクリブル、⾳声⼊⼒、絵⽂字を使える 
ようになり、コミュニケーションを取るのがもっと簡単になります。また、Apple
ウォレットにホテルやオフィスなどの鍵を追加できるようになったので、⾮接触
で建物に⼊るのがこれまで以上に簡単になりました。


管理

管理対象のソフトウェアアップデート。ソフトウェアアップデートの新しい 
オプションにより、IT部⾨は、ユーザーが以前のOSを使い続けながら重要な
セキュリティアップデートをインストールできるようにすることができます。


MDMの機能制限。新しいコントロールにより、IT部⾨は、監視モードに 
設定されていないデバイスにインストールする必須アプリケーションを指定 
できます。また、管理対象のペーストボードにより、IT部⾨は、管理対象アプリ
ケーションと⾮管理対象アプリケーションの間でコピー＆ペーストを許可する
かどうかを選択できます。


BYODの管理。社員所有のデバイスでは、合理化された新しいユーザー登録
によって、「設定」内でユーザーが⾃分のデバイスを登録する⼿順が案内され
ます。また、管理対象Apple ID向けのiCloud Driveを使うことで、組織は 
さらに簡単に内蔵クラウドストレージソリューションを社員に提供でき、社員は
仕事関係のファイルを個⼈⽤ファイルとは別にiCloud Driveに保持できます。


宣⾔型管理。MDMフレームワークがアップデートされ、宣⾔型管理によって 
デバイス管理の信頼性と拡張性を向上できるようになります。

関連情報：  Mac  ｜  iPhone  ｜  iPad  ｜  Apple Watch  ｜  macOS Monterey  ｜  iOS 15  ｜  iPadOS 15  ｜  watchOS 8    

https://www.apple.com/jp/mac/
https://www.apple.com/jp/iphone/
https://www.apple.com/jp/ipad/
https://www.apple.com/jp/watch/
https://www.apple.com/jp/macos/monterey/
https://www.apple.com/jp/ios/ios-15/
https://www.apple.com/jp/ipados/ipados-15/
https://www.apple.com/jp/watchos/watchos-8/
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